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史
学
研
究
会
大
会

予
　
告

左
記
日
程
に
よ
り
、
昭
和
三
十
九
年
度
史
学
研
究
会
お
よ
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
述
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会

員
各
位
の
、
多
数
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．

◇
十
一
月
一
日
（
日
）
　
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
《
見
学
会
》
　
　
古
醐
墳
　
め
　
ぐ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
礪
黙
四
駝
麟
備
横
山
浩
一
氏

　
　
　
．
　
，
博
　
劉
　
　
　
．
皆

　
　
佐
紀
古
墳
群
臣
高
井
田
横
穴
・
応
神
陵
・
允
恭
陵
・
仁
徳
陵
・
鎌
足
廟
・
将
軍
山
石
室
等
（
バ
ス
に
て
巡
回
）

　
＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
会
費
（
七
〇
〇
円
・
昼
食
費
を
含
む
）
を
そ
え
て
、
十
刀
二
十
五
臼
ま
で
に
お
中
込
下
さ
い
、
　
当
日
の
お
申
込
は

、．

fご

痘
ｶ
願
い
ま
す
。

◇
十
一
月
二
日
（
月
）
　
午
後
一
時
～
四
時

　
史
学
・
研
究
会
大
会
及
び
会
員
総
会

　
　
　
　
　
　
中
世
ロ
ー
マ
法
王
権
の
勝
利
と
危
機

　
　
）
　
　
　
　
　
－
と
く
に
イ
ノ
セ
ン
ト
三
世
の
場
合
－

　
　
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
京
大
彫
堀
米
庸
三
氏

　
　
構
　
領
主
と
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯨
都
大
櫛
赤
松
俊
秀
氏

◇
十
一
月
囲
三
日
（
祝
）
　
午
前
九
時
よ
り

　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
各
大
会

　
　
　
＊
各
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
月
下
旬
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ご
川
発
の
ご
都
合
な
ど
で
、
早
く
お
入
用
の
方
は
、
そ
の
由
お
申

　
　
　
　
出
下
さ
い
。
な
お
又
、
各
大
会
出
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
木
会
宛
ご
連
絡
下
さ
い
、

会
　
員
　
各
　
位

史
　
　
学

研
　
　
究
　
　
会
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誉三界　？言弩　息、

　
　
駒
初
等
教
育
施
設
の
転
身
網
一
　
渡
部
　
　
巌
ナ

韓
国
の
歴
史
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
凍
　
兎
一

朝
鮮
民
主
主
義
治
民
共
和
醒
に
お
け
る
農
業
共
同
化
運

　
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
村
秀
樹

在
日
朝
鮮
人
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
　
　
朴
　
慶
植

在
阪
朝
鮮
人
運
動
史
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
村
登
志
夫

最
近
の
朝
鮮
史
観
を
め
ぐ
っ
て

i
「
大
束
熱
戦
孟
目
定
論
」
と
「
繍
韓
合
邦
論
」

　
　
を
中
さ
に
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
中
瀬
　
寿
一

対
訳
臼
韓
辞
典
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
青
物
秀
夫

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
依
然
と
し
て
約
二
・
ケ
月
発
行
が
遅
延
し
て
お

り
ま
す
こ
と
を
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
各
位
の

お
叱
り
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
委
員
会
と
し
て
も

鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
し
て
、
五
号
は
引
続
き
お

綴
け
し
、
六
号
に
て
ほ
ぼ
定
期
刊
を
と
り
返
す
予

定
で
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
の
こ
辛
忙
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
　
別
颪
所
報
の
古
り
、
来
る
十
一
月
一
日
・
二

日
本
年
度
大
会
を
附
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
合

せ
の
上
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。
第
一
日
の
見
学
会
、
本
年
は
趣
好

を
か
え
て
古
墳
の
毘
学
会
と
い
た
し
ま
し
た
。
参

繍
ご
希
望
の
方
、
な
る
べ
く
早
い
目
に
お
申
込
下

さ
い
。

◇
　
前
号
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
…
ト
、

必
ら
ず
ご
返
送
願
い
ま
す
。
な
お
、
郵
送
料
当
会

負
担
の
期
限
が
一
〇
月
一
五
臼
で
切
れ
ま
す
の
で
、

以
後
お
差
流
し
の
方
は
、
お
手
数
な
が
ら
切
手
を

お
は
り
下
さ
い
。

t　　　t　　　t

隔
　
莫
　
記
　
第
五

自
万
治
四
年
　
至
寛
文
四
年

A
5
判
約
七
〇
〇
頁
　
口
絵
二
葉

頒
価
　
二
、
O
O
O
円
（
据
罎
）

　
　
　
　
　
　
　
送
料
一
二
〇
円

待
望
の
第
五
が
い
よ
い
よ
発
刊
仁
な
り
ま
し

た
。
し
か
も
、
最
近
の
印
刷
費
の
異
常
な
高

騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頒
価
は
据
畳
き
で
す
。

お
申
込
は
公
共
機
関
以
外
は
必
ら
ず
前
金
に
…

て
、
郵
送
希
望
の
場
合
は
送
料
を
添
え
て
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
発
行
鹿
　
苑
　
寺
｝

　
　
　
　
発
売
光
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　．’　　　炉　　「　　vu　　t　t　t　t
t　　　　　v　　t

一軌

z㎜

ﾘ拡

?
一
一
一
五
聞
獅
欄
　
定
価
二
四
〇
円

　
史
林
（
第
四
七
巻
第
四
号
）

　
　
　
鎌
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬
魯
京
都
五
一
烈
五
番

　
　
　
　
理
審
長
　
田
　
　
村
　
　
実
　
　
造

　
　
　
京
都
市
下
京
区
繭
七
条
彿
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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